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大会スケジュール 

 10:00～ 各種委員会 人間系学系棟A102、A111、A112、B101 
 11:00～ 理事会 人間系学系棟A101 
 12:00～ 大会受付開始 大学会館 3Fホール前 
 

13:00～14:30 学会企画シンポジウム 大学会館 3Fホール 
14:50～16:20 特別講演（準備委員会企画） 大学会館 3Fホール 
16:50～ 懇親会 つくば山水亭 

（029-855-8181） 

9:00～ 受付開始 大学会館 3Fホール前 
 
10:00～12:00 ポスター発表 総合交流会館 
12:00～13:00         （昼食） 
13:00～13:50 会務総会 大学会館 3Fホール 
14:00～16:00 実践講座（準備委員会企画） 大学会館 3F国際会議室 

 自主シンポジウム 大学会館 3F特別会議室 
 

 
 

大会参加費をお支払いただいた上で大会に参加された場合、資格更新のためのポイント

（大会参加者：５点）が付与されます。本大会の参加証が資格更新の際の証明書になりま

すので、参加証を保管しておいて下さい。 

なお、福祉心理士資格更新の詳細については、大会時の会務総会及び大会後の学会ホー

ムページにて、お知らせ致します。 
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特別講演                                     
準備委員会企画         7 月 17 日（土）14:50～16:20 大学会館 3Fホール 

「カメラを通して見た福祉の心理～映画監督の立場から～（仮）」 

〈講演者〉 宮崎信恵氏 

プロデューサー・監督：（社）日本映画監督協会会員 

ピース・クリエイト有限会社代表取締役 

 

 

シンポジウム                                   
学会企画シンポジウム       7 月 17 日（土）13:00～14:30 大学会館 3Fホール 

 「保育相談支援における心理学的アプローチ」 

 〈企画・進行〉網野 武博（東京家政大学） 

 〈話題提供者〉網野 武博（東京家政大学）   

        片岡 玲子（立正大学）     

        寺田 清美（東京成徳短期大学） 

 〈指定討論者〉柏女 霊峰（淑徳大学） 

 

自主シンポジウム         7 月 18 日（日）14:00～16:00 大学会館 特別会議室 

「対人援助者が臨床の場で「安心して自分を使う」ということ」 

 〈企画・司会〉田中 桂子（神鋼ケアライフ株式会社 橋村メンタルクリニック） 

 〈話題提供者〉羽下 大信（甲南大学大学院） 

        田中 桂子（神鋼ケアライフ株式会社 橋村メンタルクリニック） 

 〈指定討論者〉中野 泰志（慶應義塾大学） 

  

 

実践講座                                    
準備委員会企画        7 月 18 日（日）14:00～16:00 大学会館 3F国際会議室 

「行動障害への対応と支援ネットワークの構築」 

〈コーディネーター〉野口 幸弘（西南学院大学） 

〈講      師〉倉光 晃子（西南女学院大学短期大学部） 

          村本 浄司（茨城県立あすなろの郷） 
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ポスター発表                                   
7 月 18 日（日）10:00～12:00 大学会館 2F総合交流会館 

 

P-1 児童養護施設心理職に求められる能力や姿勢についての検討 

   －施設側の認識と心理職側の認識の比較からわかること－ 

○東筑紫短期大学保育学科  井出 智博 

 

P-2 児童養護施設の施設形態に関する実証的研究 

   －Child Behavior Checklist/4-18（CBCL）による検討－ 

○上智大学大学院総合人間科学研究科  大原 天青 

 

P-3 児童養護施設における心理的ケア 

   心理職の導入経過とその後の展開を中心に 

○九州女子大学人間科学部  大迫 秀樹 

 

P-4 児童養護施設入所児童の発育に関する研究 

   －入所時・入所後の身長発育の変化からの考察－ 

○大阪青山大学健康科学部健康こども学科  戸松 玲子 

 大阪青山大学健康科学部健康こども学科  八木 敬雄 

 甲南女子大学人間科学部総合こども学科  稲垣 由子 

 

P-5 アサーション・トレーニングの効果に関する研究 3 

  －児童養護施設入所児童の対人関係改善を目指して－ 

○高崎健康福祉大学高崎高等学校  植原美智子 

 

P-6 行動問題を示す自閉症利用者に対する支援経過報告 

   －活動スケジュールの使用による効果の検討－ 

○茨城県立あすなろの郷  石橋 英昭 

 茨城県立あすなろの郷  村本 浄司 

 

P-7 常同行動を示す自閉症者に対する活動スケジュールを使用した余暇支援 

   －職員への要求行動の形成を通した余暇活動の維持の検討－ 

○茨城県立あすなろの郷  村本 浄司 

 筑波大学大学院人間総合科学研究科 園山 繁樹 
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P-8 通所生活介護施設における発達障害者の問題行動の軽減に対する取り組み 

○茨城県立あすなろの郷  角田 博文 

茨城県立あすなろの郷  村本 浄司 

 

P-9 中途障害者の就労支援に関する一考察 

   －発達障害を併せもつ視覚障害者の就労支援－ 

○桜花学園大学  柏倉 秀克 

 

P-10 成人知的障害アセスメントの作成 

   －質問紙を用いた知的障害者の生活能力の評価とその利用可能性－ 

○埼玉県越谷市児童相談所草加支所  森田 陽人 

 埼玉県総合リハビリテーションセンター  宮﨑 竜一 

 埼玉県熊谷児童相談所  柳生 純子 

 埼玉県熊谷児童相談所  高沢 裕子 

 

P-11 拡大教科書や拡大補助具等に関する視覚障害特別支援学校の教員を対象とした意識

調査 

○慶應義塾大学  中野 泰志 

 

P-12 知的障害児に対する認知的学習の支援のあり方 

   －知的障害児教育の実践を通して認知的学習の支援方法のあり方を探る－ 

○長崎大学教育学部附属特別支援学校  岡元 和正 

 

P-13 保育園での障がいのあるK児への発達支援 

   －小学校移行に向けての支援実践報告資料作成の試み（２）－ 

○大垣女子短期大学  永田恵実子 

 大原保育園主任保育士  木村 映子 

 

P-14 保育士養成課程の学生における性役割観 

   －ジェンダーに向き合う保育士養成について－ 

○新島学園短期大学  成田小百合 

 

P-15 更年期症状に自律訓練法を導入した研究 2 

○臨床アカデミー臨床心理研究所心理保健室  林  洋子 
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P-16 介護職員のエイジズムとその関連要因 

○久留米大学大学院心理学研究科  斉藤 正己 

 ケアパートナー株式会社  和久田孝一 

 久留米大学文学部  稲谷ふみ枝 

 

P-17 中学生へのアンガーマネジメントプログラムの実施と効果検証 

   ～POMS短縮版を用いた気分変化の測定を中心に～ 

○久留米大学比較文化研究所  大西  良 

 長崎ウエスレヤン大学現代社会学部  占部 尊士 

 

P-18 実習感情における要素分析に関する研究 

   －実習段階ごとの実施前後を比較して－ 

○長崎ウエスレヤン大学  占部 尊士 

 久留米大学比較文化研究所  大西  良 

 

P-19 J.J.ルソー教育論『エミール』と捨て子行為の整合性 

   －構造言語学での「自然の子」の解釈－ 

○鹿児島国際大学大学院国際文化研究科  中間 眞司 

 

P-20 福祉心理学の対象とは何か（Ⅰ） 

   －幸せの状態について－ 

○聖カタリナ大学人間健康福祉学部  坂原  明 

 聖カタリナ大学人間健康福祉学部  平野 信喜 

 

P-21 福利心理学の対象とは何か（Ⅱ） 

   －幸せに至る構成要因について－ 

○聖カタリナ大学人間健康福祉学部  平野 信喜 

 聖カタリナ大学人間健康福祉学部  坂原  明 

 

P-22 主張行動に関する研究の動向と課題 

   －ウエルビーイングに有用な主張訓練をめざして－ 

○立正大学大学院心理学研究科  海部 紀行 
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参加者へのご案内 
 

 １）受付の時間 
  1 日目：17 日（土） 12:00 より 
  2 日目：18 日（日）  9:00 より 
 ２）受付の場所 
  両日ともに大学会館 3Fホール前 
 ３）受付の区分 
 （１）正会員で予約参加の方 
  「予約参加者受付」にてお名前をお伝えのうえ、受付をお願いします。 

事前に送付された参加証をお持ちください。 
（２）正会員で予約なしの方（大会参加費を前納されていない正会員） 
「当日受付（正会員）」にてお名前をお伝えいただき、大会参加費 4,500 円を納入のう
え、参加証をお受け取りください。 

（３）非会員で当日参加の方 
「当日受付（非会員）」にて「当日会員申込用紙」をお受け取りください。必要事項を
ご記入いただき、大会参加費 4,500 円（学生・院生 2,500 円）を納入のうえ、参加証・
大会プログラム・発表論文集をお受け取りください（学生・院生は学生証を提示して
下さい）。 

（４）学会事務局の受付 
 学会への入会、年会費については、学会事務局受付にて承ります。 
４）クローク 
  お手荷物の「クローク」サービスをいたします。大学会館 3階第 6会議室のクローク
受付にてお申し出ください。貴重品以外のお手荷物を、お預かりいたします。 
     1 日目：12:00～17:00 まで 2 日目： 9:00～15:30 まで 
５）プログラム・発表抄録集の追加購入をご希望の方 
 大会参加費に『プログラム・発表論文集』1冊は含まれています。複数ご希望の方は 1
部 500 円で販売致します。 
６）懇親会の受付 
 1 日目：17 日（土）16:50～つくば山水亭（029-855-8181）にて懇親会を行います。参加
費は予約正会員 4,000 円、当日会員 4,500 円、学生会員 3,500 円です。事前に送付された
参加証をお持ちください。なお、当日受付も行います（30 名程度）。詳細は、当日受付に
掲示します。 
※つくば山水亭は、枯山水の庭園があるところです。ぜひご参加ください。詳細は大会
のホームページリンク先をご覧ください。 
※当日は大学会館からつくば山水亭まで送迎バスが出ます。 
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１）大会本部 
 大学会館 3F第 6 会議室 
大会 2日間の緊急連絡先：029－853－2782（緊急時のみ対応） 
２）学会事務局 
 大学会館 3Fホール前受付横 
３）シンポジスト打ち合わせ室  
大学会館 3F特別会議室 （12:00～13:40） 
４）昼食  
17 日（土）・18 日（日）は、夏季休業期間中につき、大学内の学生食堂は営業してお
りません。会場近くにコンビニエンスストアーやファミリーレストラン等がございます。
そちらをご利用ください。また、大会受付にて「お食事処マップ」をお配りいたします。
なお、大学会館の展示スペース（総合交流会館）の一部を、休憩室としますので、併せ
てご利用ください。 
５）休憩室 
  大学会館内は飲食禁止となっております。総合交流会館をご利用ください。また、総
合交流会館には湯茶コーナーをご用意いたします。そちらも併せてご利用ください。 
７）喫煙所 
  建物内・外を含め全面禁煙です。ご協力をお願いいたします。 
８）駐車場 
  駐車場はございません。公共の交通機関をご利用ください。 

 

 宿泊は、各自でご手配をお願いします。 

 

前日までのお問い合わせ・ご連絡等は下記までお願いいたします。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

日本福祉心理学会第 8回大会準備委員会事務局 
〒305-8572 つくば市天王台１－１－１ 
筑波大学障害科学系 鄭（チョン）研究室 

○第 8回大会準備委員会 janphs@human.tsukuba.ac.jp 
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シンポジウム関係者へのご案内 
 

１．打ち合わせは、適宜当事者同士で責任をもって行ってください。打ち合わせには  
大学会館 3F特別会議室(12:00～13:40)をご利用ください。 
  特別会議室は 18 日 14:00 から自主シンポジウム会場になります。 
 
２．シンポジウムの持ち時間は、学会企画シンポジウムは 1 時間 30 分、自主シンポジ
ウムは 2 時間です。進行は司会者にお任せしますが、終了時間を厳守してくださる 
ようにお願いいたします。 
 
３．パソコン操作は、ご自分でお願いいたします。 
 
４．配布資料がある場合は各自で準備・配布をお願い致します。会場でのコピーはご  
遠慮ください。 
 

 
ポスター発表者へのご案内 

１．論文集への抄録掲載、ポスター掲示、質問者との討論にて正式発表とみなされます。 
 
２．9:00～総合交流会館入り口に、ポスター発表会場受付（臨時）を設けます。受付で
発表者登録を済ませてから、係から押しピン等をお受け取りください。 
 
３．9:00～9:55 の間に、ポスター掲示を完了してください。パネルの大きさは縦 180cm
×横 90cmです。 
 
４．発表時間は 10:00～12:00 です。ポスター掲示用パネルには発表番号がつけてありま
す。在籍責任時間は奇数番号が前半1時間（10:00～11:00）、偶数番号が後半1時間（11:00
～12:00）となっています。 
 
５．発表終了後、発表者は速やかにポスターを撤去して下さい。14:00 以降掲示されて
いるポスターは大会実行委員会で廃棄いたしますので、ご了承下さい。 
 
６．配布資料がある場合は各自で準備・配布をお願い致します。当日、会場でのコピー
はご遠慮ください。 
 
７．発表者欠席の場合は、発表取り消しとみなされます。ただし、連名発表者に限り、
大会本部の承認を経て、発表の代行ができます。大会本部までご連絡ください。 


